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様式１ 

令和６年度エネルギー管理優良工場等表彰推薦調書 
 

                                                           九州地方電力利用効率化協議会  

ふ り が な         

工 場 等 の 名 称         ○○株式
   かぶしき

会社
かいしゃ

 □□工 場
こうじょう

 

エネルギー管理指定工場にあっては指定番号 

第一種（１２３４５６７） 

所 在 地         
（〒8XX-00XX） 

 福岡市●区●●９５５番地    TEL  092(XXX)XXXX    

代表者役職･氏名 
取締役工場長 
節電 太郎 

担 当 部 署 名 ・ 

担 当 者 氏 名 
施設管理課 
省エネ 次郎 

企業 

概要 

資 本 金          ５００ 百万円 業      種 電気機械器具製造業 

従 業 員 数                     1,500   
   名 

主要製品等の名称 システムＬＳＩ 

工

場

等

概

要 

工場従業員数                  500     
名 

エネルギー関係者数              7      
 名 

ｴﾈﾙｷﾞｰ管理士数           5      
 名 

指定工場にあって 
は 管 理 者 数        
又は管理員数 

          2      
 名 

年 間 エネルギー 使 用 量（原 油 換 算）                     30,000       ｋℓ  

内         訳 

燃 料 等 の 種 類 
年 間 使 用 量 

燃 料 等 の 使 用 量 原 油 換 算 使 用 量 

Ａ重油 1,600  ｋℓ 
                ｔ 

千ｍ３ 
ｋＪ 

 

 
1,614   ｋℓ 

契 約 電 力       20,000 ｋＷ 年間電力使用量        11,035 万ｋＷｈ 

受 電 電 圧       66,000  Ｖ 自 家 発 電 設 備           0    Ｗ 

年間電力使用量（自家発電部分を除く。）                     11,035  万ｋＷｈ（原油換算 11,035 ｋℓ） 

受
賞
暦 

環境システム国際規格ＩＳＯ－１４００１認証取得                 Ｈ１３年１０月 

原

単

位 

等 

[4ヵ年の原単位と前年比3年を記載] 単位 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023年度 

工場エネルギー消費原単位 
※ 局定期報告の値を記入 
※ 改正前の省エネ法に基づく値は上段( )内

に、改正後に基づく値は下段に記載する 
  （2023年度は上記両方の数値を記載する） 

ｋℓ／円 
（ 0.35 ） 

― 

（ 0.33 ） 

― 

（ 0.30 ） 

― 

（ 0.28 ） 

0.26 

 対前年度比 ％ ― 94.3 90.9 93.3 

電気の需要最適化に資する 
措置(ＤＲ)の実施日数 日 ― ― ― 15 

特記事項等（原単位悪化の場合はその理由を記載） 
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Ⅰ．エネルギー管理体制、技術者の育成 

   

項 目 内容 評価（該当項目に○） 内 容（左記について具体的な内容を記入） 

管理体制 

常設の省エネ 

推進組織が 

有りますか 

１専門組織有り 

２併用組織有り 

３組織なし   

（管理組織名があれば組織名を記載。省エネ単体でなくて

も論議する場があればその会議の名称を記載） 

経営層の 

関与は 

１経営層が参加 

２報告のみ 

３関与無し 

（エネルギー利用効率化に関して、責任者の関与方法につ

いて記載） 

 例：会議に必ず出席、議事録の回覧、原単位・改善状況

の定期的報告 等 

開催状況 開催頻度は 
１定期的に開催 

２必要に応じ開催 

（定期的開催の場合はその頻度、非定期の場合は過去３年

の開催実績を記載） 

具体的検討内容 

原単位目標 

の設定 

１主要設備毎 

２事業場全体 

３目標設定なし 

（省エネに関して会議の中で具体的に論議する内容を記

載） 

 例：年度当初に原単位目標を設定。以降毎月 

原単位の実績、対前月・前年比較、原単位悪化の場

合の要因分析、その他省エネに関する周知内容の確

認を実施 等 

原単位の改善 

その他 

１検討・対策実施 

２検討のみ 

３検討していない 

決定事項の 

周知方法 

省エネ委員会

等で決定した

事項の所員へ

の周知方法 

１定期的に周知 

２資料の掲示・回覧 

３具体的方法なし 

（決定事項を所員に周知する方法を記載） 

 例：課内会議（１回/月）で責任者が報告。 

打合せ資料の課内回覧、共通掲示板への掲示 等 

資料の整備方法 

省エネに関わ

るデータ、委

員会議事録等

の整備方法 

１体系的に整理し管理部門

が一貫して管理 

２資料を部門ごとにファイ

リング 

３整理していない 

（資料の整備方法を記載） 

 例：電子データ、紙媒体等で体系的に整理して管理部門

が責任を持って管理。 

 各部門で資料を管理 等 

その他組織運営上の特記事項 （組織運営、ｴﾈﾙｷﾞｰ管理体制等で特に工夫している事項、特記事項等があれば記載） 

教育訓練 

教育・研修 

１試験受講、研修参加 

２管理員講習に参加 

３教育研修等参加なし 

（１は管理士試験、講習実績、２は管理員講習実績。 

 過去３年間の年度ごとの参加実績人数を記載） 

（例） 

・試験受験：○年：○名、 

・管理士講習受講：○年：○名 

社外講習会・ 

発表会 

１毎年参加 

２都度参加 

３参加していない 

（省エネ優秀事例発表会、エネルギーシンポジウム、環境

セミナー等社外講習会等の過去3年の年度ごとの実績を

記入） 

 

社内研修 

１毎年定期的に実施 

２都度実施 

３実施していない 

（社内研修として取組んでいる内容を具体的に記載） 

・１回/月、テーマを決め省エネ設備の勉強会を実施。１

回/年省エネに関する法令等の勉強会を実施 等 
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 Ⅱ エネルギーの使用の合理化に関して取組んでいる事例 
  過去３年間について、省エネ取組み事例で主要なものを５項目以内で簡単に記載する。 

年度 テ ー マ 改善の概要 
（改善効果[原油換算削減値など])をできるだけ具体的に記載） 

2021 

ボイラー蒸気圧適正化 
 

 負荷側の必要条件に合せたボイラー設定値の見直し

を実施することにより燃料使用量の削減を実施 

制御設定0.55～0.65MPa 

変更後 0.52～0.62Mpa 

 

Ａ重油削減：86kℓ/年 

【原油換算▲87kℓ/年】 

2022 

電力管理適正化 
 

 従来の手入力による電力集計を、自動計測による課

別・設備別の電力集計するシステムを構築。 

 これにより、集計精度アップを図り、コンプレッサー

運転の適正化、力率アップの最適なコンデンサ容量選

択等が出来るようになった。 

 

電力量削減：16MWh／年 

【原油換算▲4kℓ/年】 

2022 

特高受電設備更新 
 

 特高変電所受電設備更新を実施 

・特高受電設備をキュービクル型C-GIS設備に更新

（▲○MWh/年【▲○kℓ/年】） 

・変圧器（４台）を高効率に更新（▲○MWh/年【▲

○kℓ/年】） 

・リアクトルコンデンサ4台更新及び自動力率調整器

導入（▲○MWh/年【▲○kℓ/年】） 

 

電力量削減：10MWh/年 

【原油換算▲3kℓ/年】 

2023 

空気圧縮機省エネ改善 

 

 コンプレッサー４台並列運転をインバータコンプ

レッサへの取替え及び台数制御にシステム変更し、負

荷の変動に応じて自動調整するようにした。 

 

電力量削減 358MWh/年 

【原油換算▲86kℓ/年】 

 

2021

～ 

2023 

照明のＬＥＤ化 
 

 包装工程を対象として、高効率のＬＥＤへ更新（○○

個）するとともに、ライン毎の器具配列を見直した。 

 また、高所に取り付けられていた器具の高さを見直

し、照明器具容量及び器具数を削減（▲○○個）した。 

・2021年度：○個（▲○MWh/年【▲○kℓ/年】 

・2022年度：○個（▲○MWh/年【▲○kℓ/年】 

・2023年度：○個（▲○MWh/年【▲○kℓ/年】 

 

    電力量削減：21MWh/年 

【原油換算▲5kℓ/年】 
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Ⅲ  管理標準整備及びそれに基づく実施状況（記載にあたっては、局定期報告予定の内容を記載すること） 

「各項目について、『完全に実施:◎』『ほぼ（80%程度）実施:○』『時々実施:△』『実施していない:×』を記入」 

 
 

対象設備（設
備名を記入） 

管理標準の整
備状況 

左記に基づく
記録・計測の
実施 

左記に基づく
保守・点検の
実施 

左記に対する 
改善措置 

熱
設
備 

燃料燃焼の合理化 蒸気ボイラ ◎ ◎ ◎ ○ 

加熱・冷却・伝熱の合

理化 
蒸気ボイラ ◎ ◎ ◎ ○ 

放射・伝導等による熱

損失の防止 
蒸気ボイラ ◎ ◎ ◎ ○ 

廃熱の回収利用 ― ― ― ― ― 

熱の動力への変換の

合理化（発電設備、コ

ジェネ設備） 

― ― ― ― ― 

熱利用設備に対する

判断基準の総合的な

実施 

― ◎ ◎ ◎ ○ 

電
気
設
備 

電力量、最大電力、需

要率等の把握・改善 
― ◎ ◎ ◎ ○ 

電力原単位、空調電力

量の把握・改善 
― ◎ ◎ ◎ ○ 

負荷率・力率等の計測

・改善 
― ◎ ◎ ◎ ○ 

受変電設備、配線設備

の負荷測定・改善 
― ◎ ◎ ◎ ○ 

電動力応用設備の負

荷測定・改善 

ポンプ 
ファン ◎ ◎ ◎ ○ 

電気加熱設備（ｱｰｸ炉

等）の負荷測定・改善 
― ― ― ― ― 

照度の計測、器具の清

掃、照明設備の負荷測

定・改善 

― ◎ ◎ ◎ ○ 

電力利用設備に対す

る判断基準の総合的

な実施 

― ◎ ◎ ◎ ○ 

＊当該設備がない場合は「－」を記入。 

Ⅳ その他 

1. エネルギー使用合理化に関して注力して取り組んでいる内容など（現在の社内での取組内容、社外貢献等） 

(1) 現在の社内取組内容 

 ※社内における特徴的なエネルギー管理や省エネ推進のポイントやⅡに未記載の成果が得られた取組みなどを記載する 

 ・○○を□□へ改善することにより、大きな設備投資をすることなく△△ｋℓ/年の省エネを実現 

 ・省エネの意識改革を行い、○○することにより△△MWh/年の省エネを実現 

・今年度は高効率機器への更新及びインバーター制御の導入等を行い、△△MWh/年の省エネを実現。また、再エネ余剰

時(出力制御時)に○○製造ラインの稼働シフト(上げＤＲ)を○回行い、原単位を低減 

 

(2) 社外貢献 

・●年●月 ○○から環境保全活動に貢献した企業として、「□□□□賞」を受賞した 

 ・●年●月～●年●月 ○○市が主催する□□事業所へ登録し、省エネルギー推進に資する□□の活動を展開している 

 ・●年●月～現在 ○○が主催する「□□活動」へ参画し、××を対象とした会合で、講師として取組事例を紹介した 

 

 ２．事故及び公害の発生状況（過去３年間） 

      イ．無      ロ．有（・日時：      ・内容：                        ） 


